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•
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|
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搶
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光
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潭
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さ
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憲
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。
‘ 

•
ノ

’ 

. 

，
，  

‘ .  

V

.一
 
七.
八
'九
年
の
末
フ
ラ
ン̂

は
未
會
有
の
財
政
雜
に
逢
着̂
た
。
ft
!
の
窮
境
を
切
り
拔
け
る
方
法
と
む
て
議
會
が
案
出
し
た
施
策
は
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ア
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友」

の
中
で
マf
i
r
い
て
ゐ
る
、「

革
命
は
挫
折
し
たJ

と
。 

•
立
法
響
に
は
ニ
つ
藤
派
が
ぁ
つ
た
て
そ
の

一

は
王(

養
を
代
表
す
る
フ
ュ
イ
ア
ン
派
で
、
他
の
’一
つ
は
ブ
无
ジ
，.ョ

ワ.
の
立
憲.
^

ぃ
、分子と共
和的分子と

Q

中
間
を
形
成
し
て
ゐ
る
ジ

a

ンr
禽
で
ぁ
る
。

.

‘ 

• 

.

、，

.
立
法_

8

法
讓
會
の
‘着
手
し
た
計
畫
を
追
求
し
た
と
が
及
れ
る
卜
然
し
1
際
は
必
ず
し
&
、
そ
ぅ
で
な
か
つ
-た

o

フ
ュ

イ
ア
ン.

涵

議

種

;;
:
:|:1
遲

ぁ
1 ;
1

ぶ
::
1

:1_

大
^

■

關

心

を

喚

起

し

な

か

.
^

?:
-
。
 

' 

■
.

 

、
：-

、

立
.法

響
?0
最
大
の
事#
は
オ
4

ト
リ
ヤ
|

す
る
贏
で
ぁ
つ‘た
。
戰
帶
は
必
か
しも
•不
可
避Z的
で
は
な
か
つた
が

、

ジ
ー
ロ
ン
ド 

E
'

が
こ
れ
を
似
て
不
；
權

と

戰

ふ

た

め

の

手

段

と

見

做

し

，た

の

で

ぁ

る

。

.

、.
一/
七

カ

ー

焉

月

ー
VH
:

B
パ
リ
の
大
衆
は
チ.
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む

5

f

f
續

す

る

こ
1

ニ
れ
が
、ジ
？

ン

ト

黨

の

馨

の

屬

命

で

4

つ
た
。
'

'
の
-®
*
^

は.
}
つ
'̂
か
、
る
ィ
デ
オ« .
ギ

ー

の

反

映

で

あ

つ

/
ニ
0
, ', 

ノ’ '  

\ 

.

.

.

議

1

_

_

墨

議

麗
_

^

|

|

^

1 :
1

雪

_

.1
餐

1 :
地
1

_

#

_

_

_

^

產

で
4

、

暮

の

遵

は

永

久

、に
保
持
せ
る
：？

と

を

寒

f

j

と
述
S

ダ
ン
ト
ン
の
言
に
膨
喜
し
て
、
自
ら
聲
明
し
て
5
 

k

格

と

財
鹰
は
國
家
.の
保
護
の
下

1

か
れ
，1

る」

と
。> 
一

羞

I
M
F

八

慕

會

は

：

『

土
地
均
分
紙
.
た
る
と
、

に
て 

も

あ

れ

：
.
土

地

財

鹿
S

ザ
を
提
案
し
た
f

窆
死
刑
と
處
す」

と
の
提
案
を
熱
狂
的
に.
可

を

1

• 
.

“

'

い

づ

れ

の

革

命

に

於

て

4

大

因

難

の

一

，つ

は

大

都

市

に

對

す

美

糙

補

給

の

問

尊

10

 
二
乜
八
A>
年

以

來

、ョ
丨
ロ
ッ
，、
殊
.こ

¥

:1
蘇

1

:1
'1_

^

^

ぼ

齡

雙
|.

讓

_

^

を
如
何
に
しT

f

べ

き

か

と

蘅
f

爵

す

る

こ

と

毒

つS

馨

美

め
 

一s

f

蕃

I

賢

美

し

、
こ
。

/

一
 

：

"V
I I
顏
t l_

:;
f

i

l-_

_

m

-

l

®

l :
l

_

:̂_

A

^

: f
o
_

_

_

i :_

;

_

謹

_

_

_

-

讓

_

_

囊

豪
_

1 :
觀
_

顏

^

,
設

市

場

に

於

て

S

取
別
せ
し
め
て
、
中
間
商
人
の
介
在
をf

せ

す

る

も.
l

e

っf
e

ll

七
九
三
彥

;

迄

の

間

に

：
賣

賀

S

れ
^

穀
物
の
^

均

價

寥

最

高

價

格

之

定

办
”

な

ゅ

醫

價

格

以

^

ね

匱

格

露

で

A

故

意

、に

穀

物

を

隱

M

し
た
者
は
死
刑
に
處
せ̂\
れ
る
と
1\
ふ
嚴
格
な
も
の
で
あ
つ'?
1
。
こ
れ
が
國
民
公.會
の
：著
明
笟?).
社
%
政
策
的 

.
立
法
の」

と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
最
高®

格
法
で
あ
る
。
そ
の
制
宠
に
當
.
つ
て
、
王
黧
及
び
ジ
ロ
ン
ド
黨
は
、
極
力
*

こ
れ
に
反s

a
l.  

こ
れ
セ
以
て
仙
语
黨
の
重
大
犯
罪
と
評-1,

た
0 

へ
.

.

，

、，
 

V
 

‘

:

卜
最
高
價
格
法0'
思

想

，
は

狀

し

^ -,
:
:
:國
民
公
脅
の'«
見
妒
比_

<:
、..
廉
ぬ
舊
制
度
め
時
伐
に
钿
孓
れ
て
；
杧
.
て
と
は.
、
，ト
$

ィ
：ル
が.
そ
， 

の
名
藉「

舊
制
度
と
、芾
命
：

f-

の
中
で
指
摘
し
て
ゐ
る
通
り
で
あ
るQ 
.唯
こ
れ
迄
.€
>

行
政
'的
手
段
を̂

大
强
化
し
? :
1

の
に
す
ぎ
な
ぃ
。
本 

法
は
熱
日
反
動
の
た
め
に
廢11
1
さ
れ
た
が
爲
に> 
ア
ッ
；
ン
ニ
ヤ
は
暴
落
し
物
慣
は
狂
騰
1

人
民
は
猶
泛
の
底
に
落
ち? :
。_

本
法
の
.
社

會

政 

霧
意
義
が
窺
は
れ
る。-

' 

‘ .

•

、

讀

輕

.
：
、

 

マ
：.
：
'
.
:
:
:.

絕
對
君
生
制
の
顚
镫
と
新
製
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
の
發
展
を
阻
止
し
て
^
た
封
建
别
桎
桔.6

打
破
と.
が
問
題
と
.な
つ
て
ゐ
た
限
り
に
於
T:
;

: 

:杳.
：ロ
：ン.
ド
黨
は
革
命
の
音
頭
幺
诹
っ
T:
。
旣
に
權
力
の
地
位
に
就
き
、
所
期
の
目
的
を
達
ぶ
把
被
等
€)
革
命
的
情
熱
咏
ヨ
1

ぬ
冷
却
し
：

'f :
。
.：

 __
從

て

？

3r

命

^

^

極
^

目
« :
ま
で
前
逸

-$
せ
様
と
す
る
人
民
の
願
望
を
危
險
視
し
て
彼
等
と
执
を
分
ち
彼
等
の

? :
め
に
革
命
が
有 

■利
に
展
開
す
る
の
を
喜
ば
す
 
>,

彼
等

の
パ
ン
の
，
問

題

.に

さ

へ

'

-
與
へ
な
か
つ? :
。
彼
等
にAJ

•
つ
て
革
命
は
終
つ
た
の
で
あ
る
。
•從
つ 

變
"
»

建
^
#

權
が
巧
殘
存
す
る
限
り
、
そ
し
て
農
民
へ
の
土
地
の
返
還
が
實
現
さ
れ
ざ
る
限
り
、
革
命
は
寬
に
終
此
符
を
打
つ
た
も
：
 

,
0
で
：は
な
い
と
沄
ふ
こ
と
，は
到
底
ジ
ロ
ン
ド
黨
の
理
解
し
^

^
い
と
こ
ろ
で.
あ
つ
た
。

、

‘

，
’
.

、

，
 

V 

V
,

要
は
^

命
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
進
路
^-
遞
つ
て
ゐ
る
ジ't

a

ン
'ド
黨
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な§

ぬ
。
ニ
七
九
三
年
五 

,
«

の
：パ
リ
大
攀
の
議
ロ
襲
擊
は
そ
の
箔
一
着
手
で
あ
り
、
六
^

の
第
一
一
囘
の
襲
擊
は
前
囘
の
失
敗
を
«
ふ
'1-.

、
遂
に
ジ
ロ
ン
ド
_

爲
の
除
，
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.
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- 
-

名

を

決

議

せ
^

め

所

期

运

丨

デ

タ
-
丨

备

徹

し

た

パ

議

舍

の

性

質

は

一

變

し

た

。
革

命

舞

び

慕

の

I

に
の
-
っ

て

前

進

し

始

か

v

ど

マ

ン

ス

革

命

，
と

fi
t

會

虫

舞-

/

バ

, 

、
ぐ

.

ノ

' 

> 

.七

三

(

四
’U

一
九

〕

パ



ノ

，

バ
フ
ラ
ン

n

' l
義

ン
'

-

-

\

 

'

如•
四

、(

i

〇)

‘

、.

^

ジ
ャ.

コ
バ
羞
の
制
覇
は
減
っ
た
。

1

七
九
三
牟
五
月
三
十
旧
！

、，|
七
九
四
年
七
月
廿
艮
熱
月
九
日

)

に

至

全

革

命
 

••
期
晰
中
最
も
重
歡
な%

期
で
為
っ
じ0
,、
 

，'-‘ 

« 

• 

' 

. 

へ

'

I 

ぶ

/

し 

' 
, 

'  

.

類

難_

办
纖
來
爾
■
-#_

_

_
效
爾̂

^
週_

裏_

懸
ザ«_

^;
s
敗 

せ
?:
。
卑

っ
貧
農̂

ェ-

力
/
-

宛
の
土
地爲

.；

へ
、
次
ぃ
で
從
來
富
農
や
ブ
ル
ジ
ョ^S

ジ
ィ
の|

方
的
利
盛
に
終
っ
た
國
有
財
產
の
賣
却
の
利
益 

•
を
、|

に
も
均
露
さ
せ
る
爲
め
に
、
右
財
產
を
出
來
る
だ
け
細
分
し
て
處
分
す
る

0

と

、
し

、

こ

れ

に

依

て

多

量

の

土

地

が

農

民

の

^'
'

に

.
_

1
^

〕 _

にー_

廣
1

遞

:1
亦
霍

i :
;:-
f
l

; I-:
i :
■

■
に
六 ̂

眞
.
ス

農

氣

活

-h
 ̂

1

: 
一̂

爾
':-
:
4::-.«
1
'-
1

.̂
潘

,*
池
議
棚̂

^

識
|

^

靡
靡
沙̂
:
 .
>_

法

-»
(,
^

:-
1

::
1:

、
；：：
.

.--
:
ハ.
；六
九
年
©:
1
 
一
一
一
：
■
法

此

敗

て

農

村

兆

可

見

か

ら

掠

、
れ
で
ゐ
た
總
て
の
土
地
は
、
再
び
そ
の
所
有
者
に
返
還
I

、
こ
と
と
な
っ
た
、。
私
人
の'手
に
奪
は
れ-
て
ゐ
たI、

切
の
荒
畿
地
沼
澤
に

就
て
も
亦

鬆

に
あ
っ̂
0 

.〕

の
法
禅I

還
さ
れ
た
典
有
地
の
分
割.
を
規
定
し
て
、「

年
齡
い.
性
別
' 
現
地
に
不f

問
は
ヤ
、
住
民
一
の

,
頭
数
に
.依
て
分
割
す
る
こ
と
、現
地

に

ー

年

豐

在

往

の

.も\ 0
は-

雇
人
、
僕
婢
の
差
別
な
く
、
平
著
の
分
前
を
受
く
る
も
の
と
すJ

.

と

,

§
て
ゐ
る
。ブ
こ
の
法
律
の
農
村
經
濟'生
活
に
與
へ
た
影
響
は
運
大
で
あ
っ
た
。
永
年
、
H
マ
法
ゃ
虛
傷
の
债
攀
欺
滿
の
手f
:
ょ
P.

て
掠
奪
さ
れS

た
；

H

地
は
農
.̂

の
帝
1

01

て
來
た
。
六

月

卡

一

县

法

律

は

鐘£

1

1

命
で
あ
っ
た
と
ク
“

ポ
ト
キ
ン
.
は
ち
， 

つ
て
‘ゐ
?)
-
。
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c3

1 :-

っ
が
。
®-
:

/®
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±:
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'
"姑
渴
し
て
ゐ
た
。
馨

は

屢

の

毀

用

を

吸
^ -

し
乃
、為
っ
た
。
ア
ッ

ダ
ニ
ヤ
M

落
し

t

貧
民
ホ
旣
に
檐
稅
力
を
失
っ
，て
ゐ
た
。
專
ら 

富
者
に
課
稅
す
る
以
外
に
方
法
は
觅
當
ら
な
か
っ
た
。
兹
に
强
制
名
の
エ
夫
が
生
れ
る
。

_
こ

の

觀

念

、
は

旣

に

ネ

ッ

>

ル
の
懷
1
し
て
ゐ 

を

の

で

、
フ
ラ
ン
，ス
人§

間
に
说
充
分
に
理
解
さ'れ
て
ゐ
た
。
强
制
公
情
案
は
ず
ンI

追
如
前
旣
に
ヵ
ン
ボ
ン
•に
な
っ
て
提
議

さ
れ
た
こ
，と
が
^
つ
た
，巧

當

時

ジ
ロ

ン
ト
黨P

烈
し
い
反
對
，の
た
め
原
則
の
み
を
承
認
し
て
有
耶
無
耶
に
^
つ
て
ゐ
た
も•
の
を
.
山
岳 

簾
が
改
め
き.
腺
■
げ
^
■
凝
私
法
律
牝
ル
^
の..戈_

け
：義

« .

着
想
^

赶

坟

し

:
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見
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.
す
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:
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ヶ
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-
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へ
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-

.

.

'へ
.，
-

.
て

':'...
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V.

:

B;
霧
.一】 4

讓

5
十
七
^
へ
圓
民
秦
會
拭
过
：̂

、憲
法
議
會
ば
1

■
會
が_

1
3_

刺
益
、0 ;
犯
が
虹
迦
飯_
:
圖
々
贫
：̂
1
:

^
刹
の
：：_

 

: ノ

:
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：
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: 

一
|:.
:働
餘
公_
.

の
：砍
七
：逆̂

た
革
;#
;
慕
業
奴
积
汾»

羞

敕

龙

養

ウ

_

ダ

る

先 

;
:て
：ゐ; ^

容
前

め

#

货

置

法
0
制

楚_

惑

：ァ

；
為

國

，民

公

會

召

集

の

主

譬

的

は

塞

ハ

軏

憲

が

を

制

定

す

る

，
こ

と

に

在

0

た
。
從
つ
て
、新
議
會.は
、
，.
一
七
九一

一
.
年
九
月
廿
一
ゝ
日
そ
，

:,
:の
集
.
七.
麗

：に
& -

2
靈

_

の

作

放

に

, «

-

_

ぜ*

月

證

靡

委

馨

を

驚

む

て

讲

朵

長

と

し

て

新

憲

法

起

草

の

業

に

當

ら

し

め

蒼〕

ど

、
な

つ
? :

が
"

ジ
-

ロ•
ン
ド
黨
丨
沒
衡
後
は
こ
れ
を
解
散
し
'
、
新

に

ド

•
，セ
シ
ヱ
ル
を
委
員 

:

:

«
女
す
^

^

法

制

定

萎

潰

會

|
住

命

ん

:-
"
銳

意
^

ひ

起

草

把

费

ゼ

で

：ゐ

ゼ

於

巧

表

月

蓄

;
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-
■-
■

る
こ-
と•
、
な
つ
た
。
八
月
、
國
民
公
會
は
い
と
'も
妝
嚴
に
新
憲
法
を
發
布
し
た
。
ぐ
れ
が
前
に
述
べ
た
所_

「

ー
一
九
三
年
の
憲
法J

と- 

;b
嫌
■
ら
れ
_̂

を
^
^
的
憲
歡
热.
濟

各

武

-
齒
 

讓

■
憲
鑛
»

一 .：

七
ま
K

.#
g
憲
灌
■
$

制

歡
 

マ
籠
粮
で
■
0
程

：̂

办
憲
法

--
0

|
1
1̂
^.»
^

權
1
&
^
が
：
.̂
^̂

雁
宜
言
草
案
の
精
神‘を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
條
！

2

日
く「

社
會
の
目
的
は
共
同
律
福
で
あ
る
パ
政
府
は
各
個
人
に
，

^
1

、
そ 

の
、
_

然
的
且
つ
時
効
上
依
て
消
滅
す
る
、

〕

と
な
^ :
權
利
享
得
を
傲
證
す
る
た
め
に
組
織
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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、V-

の.一

項
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平
争
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W指
導
者
バ'y

1フ
を
い
だ4
&
V
た
もo
.で
あ•
る
。
，
皆

：
條

は

個

A-
の
：平
等
を
規
定
し
て'
總
て
の
人
間
は
坐
來
法
律
の
，前 

,
亿
平
等
で♦
るJ  

谓
句
を
規
足
せ
る
第
ぶ
條
は
ロ
べ
ス
ビ
エ
ー
ル
の
提
寒
レ
た
人
權
宜
言
の
自
由
の
定
義
を
殆
ど

I
の
儘
踏
襲 

;,ル
て
ゐ
、る
も
の
で̂

る
。
ぼ
く「

自
由
と
逆
他
人
の
權
利
を
像
害
せ
ざ
る
糨
て
の
；
.
秦
爲
す
權
刹
で
あ.
る
、
t
れ
は
自
然
を
そ
.の
根
娘 

,
^
儿
‘、
、'疋
義
を
そ
の
，
原

观

と

レ

、
而
し
て

法

律

を

ぞ

，
の
、

®
と
す
る
も
の'で
f
o」

と0

第
こ
ナ
五
條
は
人
民
の
ぎ
權
を
_

定
し
て「_

へ&

人

上

に

あ

る

そ

れ
^

唯

一

不

可

分

の

、
.
時

効

尤

依

て

沿

歡

す

る

こ

と

な

き

、

不

可

讓

的

の

も

の

で

あ

る

j

と
主
權
の
所
在
を
明
示
し
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シ

ュ
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は
:

フ
ぃ
ラ
ン
ス
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1
1
:

會

運

動

史

J

の
中
で
こ
の
憲
法
I

評

し

で

、「

こ

，

Q

憲

法

は
國
滾

權
力

に
對

す

文

民

€

^

^

の
_

の
涣
律
的
形
態
尤
|

^

^

姚

の

衝

意

に

價

す

る

。
何

と

な

れ

ば

、.
そ

れ

は

、

共
和

主

義

及

び

民

主

主
_

眞
疋
の
：

內
容
を
指
示
す
る
の
ハ
で
あ
る
か
らで
あ
^

|
::
«
藝

；七
九
三
年
の
憲
法
は
矛
盾
な
き
樣
に
熱
考
さ
れ
た
最
初
吖
純
民
主
时
憲
法

_
で
あ
る」

.
'

と
"
ジ
ャ
ン.
ジ
ョ
レ
ス
も
亦
こ
呶
々
評
|

、n
.

七
九
三
年
の
麓
法
は
民
主
主_

の
大
な
る
一
例
證
で
あ
'る
。
そ
れ
は
直
に
’人
民
の,

主
，#
て
あ
つ
た
。
そ

れ
.«
人
民
ル
權
カ
並.
に
^
民
の.
親
制
の
^ .
牢
な
る
組
織
で
あ
つ
? :
0
世
界
は
未
だ
#
て
こ
の
一
セ
^
ご
ー
年
の
锥
^
:̂
',

る

方

式

を

兜

分

滿

た

す

が

如

き

民

丰

の

：實
現
を
見
た
こ
と
は
無
い

」

と
推
識
の
言
を
放
て
ゐ
る
。
以
て
こ
の
憲
法
0

進
ダ
性
と
民
主. 

性
を
窺
ふ̂
2
足
る
で
务
ら
、フ0
- 
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'
こ
の
憲
法
は
右
に
«

ぺ
た
様
に
そ
の
咖
.*
^
谓

^

^

性

と

民

主

他

と

0.
.

故
'に
、

動
6々
す•
れ

ば

社

會

、
還* -
法

な

か

^

速

斷

.§

れ

勝
':, 

ち
で
^

るが
、
，
，そ
れ
は

波

和

の

兑

解で
あ
る
0 ,
1そ_
の
所
有
權
ヒ
關
す
る
規
定
を
み
れ
ば
誤
，解
は
直
に
氷
解
す

‘る
。
®
ち
同
憲
法
は
人
權
宣
 ̂

言
の
第
二
觀
に
於
て
、
財
息
を
以
て
平
等
-̂
^

:.
'̂.
:
:.保
;|
|
:

^
並
^
尤
；̂

^
雜

徹

概

ひ

>
:
蒔
 

あ

る
と. 

著

做

し".
-M
JV
^
s
-l-
i

^
 ̂
に.
は
'
。s
^
i

M
に
M-.
で

怒
'C

D
如
{
規
览
：
W
'T
^
る
、f  

徽
也
：ぼ
各
-fB
B
に.
嚴

し

、»
貨
>
晚
#;

、
,及 
X

ノ
勞

力
並
に
勤
勉
の»
實
h
任
意
‘に
享
受
し
見
つ
處
分
す
る
權
利
で
あ
る

o  
.何
人
^
雖
も
同
意
な
ぐ
し
て
自
已CD.
,
財
產
の
如
^
な
る
部
分
を 

も
奪
は
れ
る
こ
と
な
し

」

と
。
• 

.  

：

©• 

'

.
，〕

の
様
に
憲
法
ぬ
私
有
財
蓮
の
神
氣
不
死
農
免
斷f :
定
し
"€ :
::
:
!
馨

^

^
■
馨
_

す
：义̂

-:
::>
國
,
讀

‘ 

i

七
九〔

年
の
憲
法
の
原
則
以
上
に
出
で'る
こ
と
は
出
來
な
か
つ7:
の
で
^
，

「

ー'.七
，
九

三

年

の

«
、
法」

が

そ

の

民

主

的

な

る

點

に

-^
て 

空
錄
の
憲
法
な
办1
、誇
稱
あ
れ
年
ら
遂
に
社
會
主
義
の_ :
、歩
前
で
止
ま|

、る
を
得
な
い
の
は
、

一
つ
に
全
く、
i
の
私
有
財
産
是
認
の 

f

事
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ̂
。
併
し
こ
の
憲
歡
は
遂
に
實
紙
を
み
る
こ
と
な
く
、«T'
it
一
片
の
死
文
と
化
し
た
。
事
態
が̂
綜
潘
糾 

山
岳
黨
の
獨
裁
を
俟
つ
の
外
途
な
く
、
妈
主

的
#
®

の
運
用
を
許
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

，

■

"  

' 

’

,

以
上
が®
民

公

會

の

爲

鲁

！

i

主

な

る̂

^
的
業
績
、

9
-1

^
?

で
あ
る
。，
t 

• 

.

'

革
命
は
一
七
九
三f

月

屋

は

大

體

に

於

て
-

上
昇
'~

の
路
を
迪
つ
が
が
、
爾
，來
、

一
路
下

&

と
な
り
へ
遂
に#

霞

態

に

陷

ち

、て 

し
ま
つ'?:
。

ー
七
九
三¥

泰
の
如
き
は
、
山
岳
黨
は
今
に

^

大
衆
と
共.
に
奪
進
す̂

か
^

如

き
.»
.»
を

矛

し

たr

る

に

山
^
:¥
も
-- 

度.
-

政
權
の
服
位
に
就
く
や
、
そ
0/
多
數
派
は
急
進
派
と
反
革
命
家
と
の
間
を
行
く
所

1
中
間
派
の
結
成
に
こ
れ
努
め
、

こ
れ
ら
晴
翼
を 

、
粉
碎
す
べ
く
恐1

治
に̂

®

し
て
"

大
衆
の
求
む
る
經
濟
#

變
革
に
對
し\

は
"

耳
を
籍
さ̂

ハ

ま

た

自

家

政
,
ff
l

の
•維
持
に
腐
心
し 

n

o

し
い'
し
、
,

こI
の
恐®

政
治
は"

結
肩
、
ジ
ョ
コ
；
へ
ジ
政
府
自
ら

-<
0
墓

穴

を

堀

办

つ

、
あ

>
る.
も
の
で
あ
つ?:
6
熱

年(

テルミル

〕

ゾ

 

丸
日
の
％

動
と
共
に
山
岳
黨
の
霸
權
は
地
に

'_

ち
?:
0
fe
動.9

尊

波

は
1
時

匕
-#
し
矿
せ
ね
。
革

命

的

靠

は

遂

次

，
撤
廢
さ
れ
て
行
つ 

?:
。
反
動
勢
力
の̂'
に
委
ね
ら
れ̂,
掘
民
公
會’
は
自.
ら
總
裁
政
俯
を
佐
命
し
て
、
ご
れ
に

©

を

讓

夂

か

‘く
 .
て
一
、
七

九

五

年

十

^

=

五
B
 

女
以
て
解
散
し
て
し
と
つ
ね
。
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/
政

上

囊

議

會

、
立•法

國

民

公

#
と141っ

、

の

革

龜

嘗

襄

いh
足
歐
の
次
要
ど
敗
べ
-̂
^
人
呔
^
の
千
變
^
化

、

迂
餘
曲
析

,
,

,

/ V

ラ
ン-
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し

た

革

命

議

食

の

金

過

、

の

、
中

に

、

，

r

沐
の
金
線
の«

に
縫
ふ
て
見
喲
^

%

^

統

，的

精

神

に

氣

付

く

こ

と

：
で

，
あ

ら

.
A
 
S

不
變 

•の
傳
囍
霖
と
は
私
有
狀
產
を
神
聖
木
呵
侵
視
す
る
賴
辱
あ
る
、

一，晏

會

主

見

ゆ

る

激

越

矯

激

な

る

l
®
o-
:

p
に
も
，
：

s
i

l

î
€
-

i
-

:s
l_

I
f

; l-
g
i
s
^
l_

^

關
係
の
否
定
で
は
な
か
づ
た
。
封\ ,̂
的
財
產
の.
灰

燼

の

上

に

新

し

く

芽

生

へ

艺

ル

は

資

本

家

的

所

有

關

係

で

あ

つ

、
た

。

M

れ
は
封
建
的 

所
有
關
係
か
ら
の
解
放̂

あ
つ
个〕

Q i  
ニ
つ
の
革i

#

を
通
じ'
左

は
S

幾
多
の
革
命̂

^

常
，に
私
有
財
產
'の
是
認
を
前
提
と
し
て

議

麗

：

_

龙
_

_

_

_

_

餐

嫌

 _

1

1

1^

す
社
寺
王
義
運f

塑

;̂
に
特
續
的
に
行
は
れ
た
广

〕

と
を
決
レ
て
娀
ぐ
レ
も
の
で
は
な
ぬ
バ
•
ブ
!
フ
述
を
慕
と
す
る「

平
等
者
謀 

数」

‘と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
社
章J

-f
fi/jf
の
最
も
著P

い
例
で
あ
る
。
こ
の*連
動
菸
社
會
主
義
史
上
に
持
つ
意
義
鐘
大
でto

1

_

|

1

V

ン
ド
派
の
ィ
デ
オ
を
正
確
に
決
定
す
る
こ
と
は
必
，ず
し
4

易
で
，は
な
，い
。
最
金
耍
な
る
問
題
に
就
て
さ
へ
、
彼
等
の 

問
に
往
々
に
しT
異
論
を
免4

れ
名
つ
た
。
然
し
均
ヒ
ル
ソI

I
傅
と
し
X

終
始
，
.
彼Q

敎
義
I

奉
し
懸
し
た
點
でI
 

し
く
彼
等
は
同
一
の
軌
に
立
つ•も.
の
で
あ
る
。

■
ジ
，ロ
 

VK
派
を
組
成
す
るi
的
要
素t

r

先
づ
冪
な
る
ブ
ル
ジ5

ジ
ィQ

全,

事
態
I

展
に
押
さ
れ
て
、
不
產
乍
ら
共
和

■
l
f
^
l

謹
 _

_

讓

1

盡

題

■
■

論
：：

選
 

財
產
£
_

 
の
^

體
の
醫
を
期
し
乍
ら.
，
情
^
上
、、
機
# .
的
に
同
f

支
持
す
る
人.f|

マ
で
あ
つ
た
。
大
靈
に
沄
へ
ば
、
ジp 

y

ド
派
比
新
興
ブ
レ 

シ
ヨ
ワ
シ
イ
の
忠
患
る
代
辨
奢
に
外
な
ら
な
か
，つ
た
得
.
あ
る
。
彼
等
は*絕
體
證
制
の
覆
滅.
と
翼
資
本
主
義
の
開
砂
を
妨
；け
る
封

建
體
制
の
打
破
と
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
た
限
り
に
於
て
革
命
の
第
一
線
に
立
っ
て
ゐ
た
が

"
五
制
と
ま
要
な
封
建
的
特
權
と
が
倒
れ
て
、

* 

\
' 

_
 

• 

f 

一

1

度
、
政
權
を
掌
握
す
る
や
、
彼
等
の
革
命
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。
爾
後
革
命
の
、推
進
役
か
ら

f

の
留
汍
役
に
廻
っ
た
。
彼
等
の
期
す

.

* 
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•
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•

•

■-
>

る
所
は
詮
す
る
所
、、
&
力
々
政
府
の
樹
立
、
秧
序
の
囘
復
、
財
産
の
保
護

』

大
^p

慰
撫
ょ
り
外
に
な̂T

っ
?:
。
蟛

等

が

政

權

獲

餅

と

同 

時
に.t

人
垃
を•

て
、
み
の
要
求
を
介
眼
視
し"
民
衆
が
漸
ぐ
大
騰
と
な̂
.̂

富
者
に
對
す
る
課
税
と̂

有
の
.平
等
を
要
求
し
く
る
に 

o/
れ
て
、
そ
の
慰
撫
と
阻
止
に
腐
七? :
の
は
こ
れ
が
た
め
で
あ
が°-
彼
等
は
^
衆
を
恐
れ"
僧
惡
し
、
そ
し̂

輕

蔑

し

た

。
'

「
パ
リ
の 

住
民
は
腐
敗
せ
る
馎
の
泥
沼
の
中
に
沈
，倫
し
て̂
WO.
パ
リ
民
衆
の
心
に
取
入4
ぅ
と
思
へ
ば
、
そ
の
悪
德
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ」

と
沄
っ
た
ジ
ロ
ン
ド
派
の
ビ
ユ
ゾ
ー
の
言
は
、
、ょ
く
ヒ
の
間
の
消
息
を
傅
ふ

-̂
も
の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
於
て
、
終
始
、
民
衆
の

'■.:プ
- 

;...

.

.

.
-
'
•
.
.
.
.
V
: 

I 

:
..
■■• 

.

.
,
-
，
•
，
.
：
： 

:

;代
规

者

を

以

で

自

田
1/
^

食

困

考(?
)
.:窮
狀

や1
^
^
て
> 
^
の
：#
^
に.
弈
馳
^
ぅ
彼
辱
の
燃
を
分
與
す
'る
?:
め

に

：
ー

纂

のM
財

を

奪'
 

取
せ
，ん

と

企

て
| :
ジ
ャ.
コ
バ
ン
派
と
、

JE
に
恰
好
の
觀
照
を
な
オ
も
の
で
あ
る
ゾ
ィ
テ
オ
ロ
ギ
ー
の
木
質
的
部
分
に
於
て
は
ジ
ロ
ン
ド
も 

ジ
ャ
コ
ハ
、バン
と
相

^
ぶ
所
は
な
い
が
、
實
際
的
部
面
に
於
い
て
、
於
の
贝
衆
に：

對
す
る
態
度
，ご
そ
正
に
兩
者
の
分
る
/'所
で
あ
る
。
妈 

衆
も
亦
ジ
ャ
コ
ー
パ
V•
を

霞

し

、

支
持
し
，
た
。

ジ

r
n

v

ン
の
潜
勢
力
は
殊
に
パ
リ
の
民
衆
で
あ
っ
た
。

-

「

財
產
に
對
す
る
尊
敬

」

は
ジ
ロ
ン
ト
派
の
不
易
の
信
條
で
あ
る
。
ぶ
，ロ
ン
ド
派
は
封
建
的
財
產
に
し
ろ
、
ブ
ル
シ
ョ
ワ
的
財
產
に
し
ろ 

^
も
財
產
に
手
を
觸
れ.る
.
.も
の
.は
，こ
れ
.を
.{*
'無
羞
別
に
>
.平
^
主

義

者

ア
.ナ
：丨
_
,キ'ス
1ト
と
看
做
し
.て
'
、
，
そ

の

撲

滅

を

與

し

|:
。
- 

.
、
財
產
の
尊
敬
視
、
於
有
權
の
神
聖
不
可
侵
視
は
、
し
が
し
獨
り
ジ
ロ
シ
ド
派
の
信
條
：で
あ
る
許
り
で
な
く
、
又
ジ
ャ

V

ハ
ン
.
派

の

中

心 

思
想
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
點
は
兩
派
共
通
で
あ
る
'
し
か
し
.
チ
ャ
、
コ
バ
，ン
派
は

一

切
の
封
建
的
財
產
を
是
認
し
な
い
。
封
建
的
財
産
に 

亭
W
上
最
後
の
斧
鉞
を
加
へ
た
も
の
は
ジ
ロ
ン
ド
派
沒
落
§

ジ
ャ

コ
バ
ン
派
で
あ
っ
た
。
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ハ.

V
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.

.

.

.
画
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-
: 

• 

• 

•

.

ジ
：ャ，n  

ン
派
は
富
裕
ブ-
ル.
ジ
4
ヮ
の
財
產'を
侵
害
せ
ん
と
レ
た,°
然
し
無
输
こ
れ'は
*
好
產
そ
の
者
を
廢
止
す
る7:
め
で
は
な
く
、

.

‘

7
ラ
ン
ス
苹
命
と
馨
法
、義
.

‘
 

,

/

 

. 

- 

/
 

、.
七
九.
o
四
西
五)

.
•
,

,



、y

r

四 
r

)

：

'

t

-

r

l

r

’か
V

力

革
- #

の

蕴

を

妨

げ

る

所

謂
$

命
の
.
敦」

と

し

て

现

は

れ

だ

め

と

、
暮

の

E

財

を

多

數

民

衆

に

意

ハ

し

て

，
 

革

命

益

に

均

- ®

せ

し

め

ん

と

し

た

、
め

也

含

。

ジ
r

バ
ン
が
遂
に
强
硬
な
る
思
主
主
義
た
る
立
場
に
土
？

、
社
會
主
義
者
と 

な

る

こ

と

が

粜

な

か

つ

た

の

は

，
こ

の

た

め

I

ぐ

況

し

て

h
シ
n

•
レ
'ド

派

に

於

て

お

や

1

る
,

吾

ジ

r

v

ド

派
の
代
表
的
人
物
、 

、
様

に

n
.

ン
げ
ル
セ
丨
、.

プ

リ

ソ
i

思
I

選

ん

で

、
‘

社

會

廳

と

め
W

係

を

鋳

し

f

。

、

‘

】

‘ 

’

シ

4

ア

派

の

領

袖
} ^

ン
ド
ル
セ
'1
は

「

進

％
ノ

の

忽

想

卜

|

ぃ

た

歷

良

哲

學

的

著

作「

人

間

精

神

進

歩

の

歷

史

圖

案

j

で
廣
く
知
ら 

'

れ

て

ゆ

る

重

農

主

着
I

飞

初

期

の

作

品

r

ピ
カ
ル
'

デ

ィ

の

一

勞

慟

者

の

看

」
(

一
七
セ
五
S

の

ぞ

彼

は

、
1

>

共
I

 

義

者

の

渴

的

で

ぁ

つ

だ

パ

ラ

ガ

イ

Q
f

產

社

會
I

笑

し

、
J

財

產

並

に

穀

物

質
#

.

自

由
&

す

い

ネ

ッ

ケ

ル

や

ラ

ン

、
グ

の

理
 

論

に

反

對

し：

又

そ

の

著

「

チ
.ユ

ル-

T

傅

」

の
中
で
は
.

.

テ

ユ
ル

ゴ

丨

の

敎
I

t

傾

倒

し

、
私
有
I

I

V

必

要

と

意

義

と

を

む

識

し

法

律

は

こ

の

權

利

の

實

施

法

を

調

擊

す
f

の
1

$

が
、

こ

の
法
# :

か
I

有

財

產
f

生

す
f

の

で

蜜

ぃ

と

囊

卞

一
 

■

_

の

，
立

場

を

明

か

に

し

て

ゐ

る

。

- 

,

•
♦

■

•

‘

：

 

• 

:

''

1
嚐

彼

の

觀

麁

に

ょ

れ
M

辜

、

地

位

や

敎
I

を

S

總

5

不

幸
Q

I

I

I

、
，
こ

Q
'

不
平
S

殆

羞

く

不

鋈

な

社
 

霧

度

I

f

1

き

の

i

l

和

す

る

藥

と

し

て

彼

は
.

相

續

法

、
雲

の

平

等
、

’
•商
工
、業

の

爾

普

缓

育

及

む
 

I

释

Q

g

f

 

f

說

く

叭

|

。
e

 

T

ル
I

P

す

る

も

の

は

獲

的

平

等

で
I

ぃ0 ,

そ

れ

は

不

可

能

冒
f

又 

望

な

^

彼

が
I

t

t

9
l

の

極
端
な
！

f

■

の

馨

で

I

。
破

I

て

の

人

备

產

の

所
_

f

し
め
る
こ
と
.：
 

，
に

依
て
財
f

平
？

を

調

和

し

ょ
i

t

。
財

產

其

者

の

燈

は

彼

の

望

む

ぎ

は

な

ぃ

。
f

r

制

限

す

る

方

法

：ど

レ

で

場

蠢
'
. 

I

し

ぃ

髪

税

|

る
。

そ

れ

は

富
I

と

堦
大
I

l

f

の
.
で
I

は

農

ま

,
憂

隱

数

奢

に

と
つ
て
す
害
で
ぁ
る
が
ー
擧
に
こ
れ
を
破
壤
す
る
こ
と
は
も
つ
と
危
發
な
こ
と
で
ち
る

o
:
v
v

へ
；

V 

y

(

五)

I
ジ
ゃ-
コ4

ン

派

と

社

舍

主

義
' 

‘

，

•
-

:

ジ
ャ
コ
バ
ン
戳
の
佌
與
觀
の
&
礎
と
な
つ
て
‘ゐ
る
も
の
は
、
十
ソ
1
、
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ー
等
の
啓
蒙
哲
學
で.
あ.
る
。
多
ぐ.
は
小
ブ
•ル
ジ
ョ 

ヮ.
に
身
を
起
し
、
舊
制
度
の
批
政
に
苦
酸
を
な
め
"
自
ら
急
進
主
義
を
檩
榜
し
、
甚

■に
；食
困
» :
を
擁
1/
、'̂-
6
教
濟
を
以.
で
自
！0:
の
使.
1

\ 

，
卜

.
：

 

\ 

ノ
，

■■
 

、

命
と
渚
へ
、U

れ
が
爲
め
富
裕
階
級
を
不
俱
載
天
の
敵
と
看
做
し
"
そ
の
腭
懲
と
收
奪
と
を
剔
下
の.
急
務
と
認
め
た
。
こ
の
故
に
、
社
# 

的
平
等
と
財
貨
分
配
卜
：の
平
等
の
®

は
ジ
ャ
‘コ
’
バ
ン
黨
が
最
も
關
心

 
>
请
し
て
‘ゐ
た
問
題
で
扣
つ.
た

.°
、
 

'

■

•»
者
の
救
^
と
富
"者
の
收
奪
、
前
蜜
へ
O'
同
情
と
後
者
へ.
の
僧
惡
、
，
そ

の

激

し

：

社̂

會
JE
®

、
激
越
な
る
言
動—

こ
れ
等
は
ジ
，ャ 

コ 
'パ
ン
が
社
#
、33
義
革
命
を
意
圖
す
る
も
の
、で
は
な
，い
か
と
の
感
を
抱
か
'0
む
る
0
然
し
ジ
ャ
コ
バ
ン
驚
は
；

g

し
て
、«
本

的

、

’
且

つ

完
 

全.
な
社
會
革
命
を
欲
す
，る
も
の
で
は
な
か
つ
| :
0
で
あ
る
0:
こ
ヴ
の
事
が
こ
れ
を
妨
げ
た
0,
そ
の
一
つ
は
、
R
常
の
劇
務
、
焦
肩
喚
緊
の 

改

良

藥

、
黨
內
紛
擾-:

外
離
の
窺
察
等
；
暴

$

螌
の.
如

く

羅

す

る

慕

の

.*
應
过
漏
务
れ
ね
歲
^

_

ぬ
振
本
的
原
因
と
見 

る
べ
き
こ
と
は
、‘ジ
ヤi  T

ン
黨
が
多
'く.K

ル
ジ
ョ
ワ
や
敎
養
あ
る
人

-々
で
あ
つ
：
：た
こ
ど
ド
“社
會

革

命

が?-
フ
ン
ス
の
破
滅
と
恐
ろ
し
い 

無

政

府

の*
初

で

あ

る

と

IK
i

彼

等

の

政

治

的

見

解

一
^
、

そ

れ

か

ら

彼

等

は

最

も

大

膽

な

现

論

を

實

踐

に

移

す

だ

け

^
瞻
力
に
缺
け
て 

ゐ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
小
心
臆
病
さ
は
十
八
世«
哲
學
の
特
徵
の.
1'0
で
あ
つ.
? :
ノ

當

時

の

急

進

思

想

家

の

烙

印

と

さ

れ

た

「

危
'險 

E

心
想j

■?
:,
る

土

祂

均
分
法
に
對
v
r '
$
3
紙

論

こ

れ

を-̂
r
乎
排
擊
し
で
，、

そ
の
態
度
を
明
か

•
に
し
た
。
富
者
を
釓
彈
し
、
論_

レ
、
極
め 

て.
過
激
な
治
安
’政
策
を
敢
行
し
；i
s
決~し
、て

-«
木

的

な

る

账

會

變

革

を

意

圖

す

；
も
の

.
で
は
な
く
"
飽

く

迄

も

私

有

財

產

の

尊

厳

を

高 

調
し
、-
土
、驰
均
分
法
の
I
怪
を一

骑
す
^,
に
腐
心
し
^
の
•は
ぃ
二
 Q

-た

め
で
あ
つ
た0

,

、
 

’

.
次
に
主
々
る
ジ
ャ
バ
ン
派
の
、人
物
に
就
い
て
少
し
く
檢
べ
で
見
•や
ぅ0、  

’

‘ 

' 

.  

'

. 

'
 

ぺ
 

S 

„ 

- 

«
- 

* 

 ̂

 ̂

 ̂

ノ
 

,/J 

ぐ

-

凶
暴
ぶ
る
ポ
ャ
コ
バ
ン

の

-
マラ
J I

は
、一.
そ
の
反
對
者
れ
ら
は
土
地
均
分
法
の
熱
烈
な
る
支
持
者
と
考
へ
、ら
れ
て
ゐ
る
が
ノ
こ
れ
は
全
く

'
• 

. 

ン
ス
眾
命
と
I

J

:

;

バ

、

一

'
V 

,

八I

s '
四
七〕

ノ 

/



‘

フ
ラ
ゾ
ス.灌
命
と
社
會
也
義
、

'
 

.'
、：
：

•

t

l

、
ノ 

>
八
ニ_ 

C

四
■四
，八〕 

,
誤

服

，
で

；
あ

る

-
?--
°
理
論
ゼ
は
、
舊
馳
度
下
に
於
ヤ
：も
革
廣
爲
初

<

紇
て
も'>
王
制
と
現
肷
の
味
方
で
あ
っ
仁
。
；
彼
の
著
，

「

憲
法
草
案」

■

は
社 

會

肇

の

實

際

的

綱

領

、と
}

^
ふ
ょ
り
奴
寧2 ,
日
葉
の
上.
だ
け
の
，强
-»
飞
あ.
っ
た
-6T

人
揭
の
友」

を
發
刊
し
た
當
初
、
f

平
等
を
遠V
恐 

ら
く
®

行
不
可
能9

澠

芦

と

考

へ
"

後
た
至
っ
て
は
餅
謗
作
家
‘に
隨
し
”
デ
マ
ゴ
ーグ

と

な

って

、

日

夜

政

敵

と

、
の

«

逐
に
沒
頭
し
て
、 

逢

：
に

宗

統

あ

る

社

會

的

見

解

.
を
も.
っ
こ
と
が
な
か
っ
弋0
 

'彼
は
ジ
ャ
_

コ
バ
シ
主
義
の
、金
盛
と
な
る
前
に
！
死
ん
た
。

1

ュ
灰
イ
ン^
マ
ラ
ー
評
は
妙
を
得
て
ゐ
る.
0日
く r

マ
.ラ
ー
は
嫉
衡
の
鍊
い
本
施
で
、市
民
肋
會
に
於
0
る
不
平
臂
の
板
源
を
認
矽 

:

法
純
§

的
密_

0
眞
«-
の
^
|
0
«'
像_

^

|

_^ ;
;
聰
聽
»
激
着
有,

1
^
敎_
|1:
3
め
':
«
0
敎

な

.
奴
と
ハ
し
ね

■あ
っ
た
。，
然
し
彼
の
思
鶴
は
、
遂
に
大
衆
に
ょ
る
富
者
階
級
您
兀
金
な
破
壞
以
上
に
は
達
レ
な
か
っ
た
。
彼
ば
富
者
が
迫
害
れ
れ
、
そ
の

/
/ 

' 

、
 

.

家
屋
'が
被
壞
せ
“
る
く
こ
と
を
希
つ
た
。
殺
人
と
流
血
の
思
想
を
普
及
せ
し
む
る
こ
；と
に
於
て

"
何
人
も
遂
にr

人
民
の
友」

の
？
ラ
ー

.

.

.
-
.
:
.
、

•>
. 

■ 

•
• 

”
. 

- 

• 

■ 

• 

へ-
,
.
.

.

.

.

. 

- 

/
• 

.

.

.

.
-
:

:

-
.

に
及
ぶ
も
の
.は
なか
つ
，た
。
か
く
て
、
マ
ラ
ー
は
嫉
妬
そ
の
者
の
然
る
，が
如
く"
純
否
定
的
で
あ
り
、そ
れ
と
個
人
に
對
'U
て
の
み
否
定

, 

( 

■
ぐ：.-.-:.. 

; 
,
i'.: 
-.
'.
/.
.■

■

,
.

.パ；
■.-

:的
で
'含

：ね
3

.
は
，已
.
を

共

產

逍

義

め

：
高

斯

_

議

觀

：
：疆

權

©

_

秦
啟
_

_
高
驚
欢
終
9

め
る
こ
と
に
於
て
お
や

j

と
。
 

•' 

_ 

• 

*

.

.

. 

•
•■•
•
.

 

.
t 

‘ ノ
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

ノ
 

- 

- 

. 

• 

• 

+
• 

.... 

■ 

• 

- 

•
-
•
•
•
•
-
.
• 

• 

• 

- 

>
• 

•
' 

- 

•

又
、
彼
に
同
情
的
で
あ
る
ク‘

a
。

和
ト
キ
、ノ
，も
、

「

フ
ラ
ン
ス
苹
命
史」

の
中
で
シ
ュ
タ
イ
ン
と
略
同
樣
の
こ
とを'
言
つ
-て
ゐ
る
。

T
フ
ー
は
實
際
的
に
は
口
べ
ス
ビ
エ
丨
ル
や
ダ
ン
ト
ン
ょ
り
も
敬
眼
な
革
命

«
で
あ
つ
た
が
、，
依
然
七
し
て
一
個
の
揭
主
主
義
者
に
す 

ぎ
匁
か
つ
た
？

- 

' 

■

ノ
 

. 

' •

■代
表
的
ジ
ャ
コ
バ.
；

V

は•
マ
キ
，シ
ミ
リ
ア
ジ• 
ロ
バ
ス
ビ
エ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
の
思
想
的
源
泉
は
ル
ソ
ー
、
マ
ブ
リ
ィ
、
共
他
十
八

fi
t
紀 

の
自
级
法
思
想
家
で
あ
っ
た
於
、，
分
け'て
も
ル
ソ]■
■
の
熱
烈
な
，禮
識
者
で
あ
；っ
た
。

 

，

,

P"
ベ
ス
ビ
ェ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、

‘
猫

有

財

踉

は

自

然

權

で

は

な

ぃ

、

そ
'
_
れ

は

一

つ
の
社
會
制
度
で
あ
る
。
私
有
財
產
，と
は
、
法
律
に
ム
つ

て
保
證
&
れ
^
財
貨
を
：享

得
-1
>
彳
處
分
ず
ゲ
各_

民

裔

權

利

货

教

秀

：麻

有

脉

產

.
は
他
<0
諸
權
利
泛
同
檨
控
、.：
，
同

胞

の

.權

利

を

奪

谨

す

る
 

義
務
に
ょ
ク
で
制
約
さ
れ
る
。
そ
れ
は
同
胞
の
安
全
、
自
山
、
生
^
、
財
«
女
脅
か
>
ヵ
の
で
迹
つ
て
は
な
ら
ぬ
*.
0
そ
れ
故
に
'國

家

ば

其 

し
く
こ
の
權
利
の
有
使
を
i

し
、-

買
占
を
懲
罰
し
、..相
續
法
と
調
盤
す
る
權
限
を
有
す
る
。
ロ Y

大
ビH

ト
ル
CD
-
眞
意
は
私
有
權
の
濫 

用
を
薆
へ
‘て
、
そ
め
制
限
と
調
盤
と
を
國
カ
權
カ
の
變
動
に
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
ホ
固
ょ
り
私
有
權
の
神
聖
不
可
侵
に
毫
末
も
手
を
觸
’
 

れ
ん
と
‘す
る
も
の
で
'は
な
い
。
當
時
の
S
も
急
進
的
な
思
想
0
代
名
詞
，y
b
T
、
反
對
派
の
人
々
か
ら
危
險
思
想
と
し
て
蛇
i

さ
れ
ね 

「

土
地
均
分
法」

は
、
彼
に
ょ
れ
ば
不
IH
で
、
實
行
不
可
能
で.
あ
る
：。.
ぞ
れ
：は
馬
鹿
氣
た
お
ど
し
I
あ
り
、
危
險
な
幽
靈
で
あ
る
、
餘
程
頭. 

の
狂
つ
七
も
^
で
も
，、
そ
ん
な3

心
想
を
抱
く
こ
と
は
出
來
ま
い
'。
平
等
は
空
想
で
あ
る
、
そ
れ
は
市
民
社
會
で
は
本
質
的
に
不
可
能
で
あ 

.
つ.
て
ノ
必
然
的
に
共
有
社
#
幻
豫
想
す
る
が
1
二
の
共
有
社
會
仁
る
や
、
も
づ
と
空
想
的
か
も
，の
で
^
る
’。
ス
パ
ル
タ
の
復
活
を
'說
く
が 

如
き
笑
止
千
萬
で
含
。
霊
の
尊
重
は
f

す
ぎ
る
こ
と
I

い
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當
な
平
等
は
存
布
す
る
。
こ
.
れ
を
無
く
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
問
題
は
今
日
の
過
度
の
不
平
等
で
あ
る
。
こ
れ
が
社
會
の
.
广
切
脅 

利
益
を
富
者
の
手
に
集
中
さ
せ
で
、
潰
者
を
苦
し
め
、

.
地
上
に
於
け
る
德
の
支
配
を
妨
げ
て
ゐ
る
の
だ
。
だ
か
ら
富
者
は
當
然
、
愛
國
者
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過
度
の

_
不
平
等
ル
情
幣
を
是
巧
げ
る
方
法
文
し
て
は
、
一
方

.
に
於
て
、
市
民
的
、
政
治
，的
乎
等
を#
立
し
て
、
.惡
汗
等
の
發
芽
を
絕
滅

し
、
他
方
に
於
て
、
各
市
民
に
對
レ
て
、'A
間
の
自
然
權
の
氣
持
と
そ
の
一
切
の
能
か
の
發®と
を
保
證
す
る
に
あ
る0,,

そ
の
具
體
的
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法
と
し
て
、
全
社#
員
^
對
し
て
、■努
働
な
り
、
勞
働
不
能
の
.
も
の
に
は
生.
活
手
段
を
與
ふ
る
な
，り
し
て
、
そ
の
生
活
を
保
證
す
る
こ
と

で
あ
る
。
鸷
民
の
救
濟
尨
富
有
.
の
義
務
で
あ
る\°
勞
働
報
酬
は
適
疋
で
ノ
無
產
者
に
は
麗
を
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し
、
富
者
に
對
し
て
は
高
度
の
粱
進
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急

進

抑
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，
王
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義

者
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社
會
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す
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と
は
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來
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ス
ト
の
'.靈
も
亦
ロ
べK

ピ
エ
\
ル
と
大
、差
は
な
い
。
彼
が
私
有
財
產
を
，否
認
す
る
様
な
口
吻
を
独
し
て
ゐ
袭
、
'ょ
く 

擎

る
と
、
そ
れ^
、
，-ニ
の
捕
秤
そ
の
者
黎
と.
す
る
た
溶
は
仏
い
：
湫
’
财•

書

の

•
敵」

、の
手
に
あ
づ

，
た

礼

た

め

で
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一
セ
九
n
^
f
月
、-
彼
は
國
民
公
^
へ
の
» .
名
な
る
報
# '
の
中
斤
次
め
檬
な
こ
、と
を
潘
べ
て
ゐ
，る
：;'
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窗
由
國
家
を
穢
‘す
乞
食
を
廢
吐
せ
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f
國
者
の
財
產
は
；

|
聖
で
あ
る
。
然
ぎ
逆
者
の
財
産
は
總
で
の
不
.
な
人
々
の
も
の
で
あ
，<

^

容
人
々
こ
そ
.'
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こ

の

他

の
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■

史
あ
る
0
狨
等
は
策
等
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因
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し

，
た

政
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の
治
案
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を
提
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そ
れ
史
け
で
あ
っ-f
;
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彼
は
民
主
々
義
者
で
社
會
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
。
彼
め
急
進
主
義
は
極
く
機
和
な
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も

の

で

あ

つ
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思
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ド
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m
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產
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寄
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■新
な
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基
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に
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#
貪
再
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ど
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圖
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、
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に
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存
立
し
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い
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•救
有
財
産
の
尊
重
に-
就.
て
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存
す
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こ
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落
し
て
は
な
^
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冬

れ

は

、
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こ
れ
迄
こ
れ
尋
の
諸
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義
は
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壤
者
の
書
物
の
中
に
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込
め
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れ
て
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た
が
、
'今
や
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怖
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